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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第１四半期累計期間
第57期

第１四半期累計期間
第56期

会計期間
自平成29年２月１日
至平成29年４月30日

自平成30年２月１日
至平成30年４月30日

自平成29年２月１日
至平成30年１月31日

売上高 （千円） 1,382,927 1,499,662 5,765,117

経常利益 （千円） 196,426 206,968 690,426

四半期（当期）純利益 （千円） 136,844 142,425 480,977

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 238,284 238,284 238,284

発行済株式総数 （株） 5,313,960 10,627,920 5,313,960

純資産額 （千円） 1,686,807 2,015,999 1,963,726

総資産額 （千円） 2,526,781 3,005,925 2,763,619

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 12.88 13.40 45.26

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 30.00

自己資本比率 （％） 66.8 67.1 71.1

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 182,919 229,077 471,209

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △18,236 △26,454 △25,833

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △60,417 △83,621 △134,729

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,476,994 1,802,377 1,683,375

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．当第１四半期会計期間において株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮

定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

６．第56期の１株当たり配当額には、設立55周年及び上場10周年記念配当２円を含んでおります。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、輸出の持ち直しの動き、設備投資の増加基調、雇用・所得環境の

改善等により緩やかに回復を続けております。先行きについても回復が続いていくことが見込まれますが、米国の

通商政策の動向、中国経済をはじめとしたアジア新興国等の景気の下振れリスクに注視していく必要があります。

 当社の主要顧客においては、自動車完成品メーカーのみならず、部品メーカー、電気機器メーカーからの技術者

要請が旺盛でした。自動運転技術を備えた先進安全自動車、電気を動力源とする電気自動車、水素エネルギー技術

を活用した燃料電池自動車等の自動車関連の先行テーマのプロジェクト、また、それに付随する道路インフラ、信

号、センサーのプロジェクトが活発化いたしました。これらのプロジェクトに対応するソフトウェア分野の技術者

要請が旺盛でした。

 このような状況の中、当社の技術者派遣事業においては、技術者数が前年同期を上回ったことに加え、稼働率が

高水準で推移したことにより、稼働人員が前年同期を上回りました。また、技術者の業務実績を踏まえた顧客企業

との単価交渉により、技術者単価は前年同期を上回りました。労働工数は前年同水準で推移いたしました。

 これらの結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,499,662千円（前年同期比8.4％増）、営業利益は205,552千

円（前年同期比5.2％増）、経常利益は206,968千円（前年同期比5.4％増）、四半期純利益は142,425千円（前年同

期比4.1％増）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前事業年度末に比べ119,001

千円増加し、1,802,377千円となりました。

 当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は、229,077千円（前年同期比46,158千円増）となりました。これは主に、法人税

等の支払額136,166千円があったものの、税引前四半期純利益206,968千円、賞与引当金の増加額99,582千円があっ

たことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は、26,454千円（前年同期比8,217千円増）となりました。これは主に、無形固定

資産の取得による支出23,767千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は、83,621千円（前年同期比23,204千円増）となりました。これは主に、配当金の

支払額83,426千円があったことによるものであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

 当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

 該当事項はありません。

 

(6）従業員数

 当第１四半期累計期間において、業容拡大に伴う新規採用等により、従業員が119名増加しております。

 なお、従業員数は就業人員であり、登録社員数は含まれておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年６月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,627,920 10,627,920
東京証券取引所

市場第二部
単元株式数100株

計 10,627,920 10,627,920 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日
（注）

5,313,960 10,627,920 － 238,284 － 168,323

 （注） 株式分割（１：２）によるものであります。

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 なお、平成30年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、記載数値は当該

株式分割を反映しておりません。
 

①【発行済株式】

平成30年４月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     1,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,311,200 53,112 －

単元未満株式 普通株式     1,760 － －

発行済株式総数 5,313,960 － －

総株主の議決権 － 53,112 －

 （注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式78株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年４月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アルトナー
兵庫県尼崎市西大物町

５番２号
1,000 － 1,000 0.02

計 － 1,000 － 1,000 0.02

 （注）平成30年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。また、単元未満株式の買取

請求により、当第１四半期会計期間において173株の自己株式を取得しております。この結果、当第１四半期会

計期間末日現在の自己株式数は2,329株となっております。

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

 なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成30年２月１日から平成30

年４月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成30年２月１日から平成30年４月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年１月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,683,375 1,802,377

受取手形及び売掛金 700,551 767,554

仕掛品 474 2,140

原材料及び貯蔵品 1,121 4,696

その他 89,801 133,907

貸倒引当金 △4,200 △4,600

流動資産合計 2,471,125 2,706,077

固定資産   

有形固定資産 83,046 82,369

無形固定資産 56,118 56,925

投資その他の資産   

敷金及び保証金 56,795 56,949

その他 96,533 103,603

投資その他の資産合計 153,329 160,553

固定資産合計 292,494 299,848

資産合計 2,763,619 3,005,925

負債の部   

流動負債   

未払法人税等 150,544 111,489

賞与引当金 102,129 201,711

その他 293,959 401,179

流動負債合計 546,632 714,380

固定負債   

退職給付引当金 253,261 275,545

固定負債合計 253,261 275,545

負債合計 799,893 989,926

純資産の部   

株主資本   

資本金 238,284 238,284

資本剰余金 168,323 168,323

利益剰余金 1,552,295 1,604,402

自己株式 △503 △698

株主資本合計 1,958,400 2,010,311

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,326 5,688

評価・換算差額等合計 5,326 5,688

純資産合計 1,963,726 2,015,999

負債純資産合計 2,763,619 3,005,925
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成29年２月１日
　至　平成29年４月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成30年２月１日
　至　平成30年４月30日)

売上高 1,382,927 1,499,662

売上原価 838,774 924,456

売上総利益 544,153 575,205

販売費及び一般管理費 348,825 369,652

営業利益 195,328 205,552

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 26 31

受取手数料 114 124

研修教材料 563 726

未払配当金除斥益 279 295

その他 244 272

営業外収益合計 1,229 1,452

営業外費用   

支払利息 － 36

解約違約金 130 －

営業外費用合計 130 36

経常利益 196,426 206,968

税引前四半期純利益 196,426 206,968

法人税、住民税及び事業税 93,652 104,998

法人税等調整額 △34,069 △40,455

法人税等合計 59,582 64,543

四半期純利益 136,844 142,425
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成29年２月１日
　至　平成29年４月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成30年２月１日
　至　平成30年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 196,426 206,968

減価償却費 2,986 3,643

貸倒引当金の増減額（△は減少） 500 400

賞与引当金の増減額（△は減少） 84,007 99,582

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,770 22,284

受取利息及び受取配当金 △27 △32

支払利息 － 36

未収入金の増減額（△は増加） △2,695 5,040

売上債権の増減額（△は増加） △66,739 △67,002

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,386 △5,241

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,474 1,256

未払金の増減額（△は減少） 7,294 34,762

その他 59,312 63,550

小計 307,924 365,247

利息及び配当金の受取額 27 32

利息の支払額 － △36

法人税等の支払額 △125,032 △136,166

営業活動によるキャッシュ・フロー 182,919 229,077

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,888 △2,525

無形固定資産の取得による支出 △14,879 △23,767

敷金及び保証金の差入による支出 △130 △204

敷金及び保証金の回収による収入 667 50

その他 △6 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,236 △26,454

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 － △195

配当金の支払額 △60,417 △83,426

財務活動によるキャッシュ・フロー △60,417 △83,621

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 104,265 119,001

現金及び現金同等物の期首残高 1,372,728 1,683,375

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,476,994 ※ 1,802,377
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期累計期間
（自 平成29年２月１日
至 平成29年４月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成30年２月１日
至 平成30年４月30日）

現金及び預金勘定 1,476,994千円 1,802,377千円

現金及び現金同等物 1,476,994千円 1,802,377千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自平成29年２月１日 至平成29年４月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年４月27日

定時株主総会
普通株式 66,411 25.00 平成29年１月31日 平成29年４月28日 利益剰余金

 
Ⅱ 当第１四半期累計期間（自平成30年２月１日 至平成30年４月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年４月26日

定時株主総会
普通株式 90,318 17.00 平成30年１月31日 平成30年４月27日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 当社の報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自 平成29年２月１日
至 平成29年４月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成30年２月１日
至 平成30年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12円88銭 13円40銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 136,844 142,425

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 136,844 142,425

普通株式の期中平均株式数（株） 10,625,908 10,625,688

 （注）１．当社は、平成30年４月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年６月８日

株式会社アルトナー

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北山 久恵   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 余野 憲司   印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルト

ナーの平成30年２月１日から平成31年１月31日までの第57期事業年度の第１四半期会計期間（平成30年２月１日から平成

30年４月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成30年２月１日から平成30年４月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルトナーの平成30年４月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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